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　このたび、駒澤法曹第６号を発刊するにあたり、本法科大学院の設立および発

展にご尽力下さった佐久間弘道教授のご功績を讃え、本号を「佐久間弘道教授退

職記念号」と題することにいたしました。

　佐久間先生は、長らく銀行にお勤めされた後、大学の教授に就任され学究の道

へ進まれるとともに、さらに弁護士活動にも入られました。先生のご高著の１つ

である『共同抵当の理論と実務』（金融財政事情研究会、１９９５）は、その分野の

人々の欠くべからざる必須文献として不動の定評を得ています。

　佐久間先生には、本法科大学院では開設当初から実務家教員としてご就任をい

ただきました。

　本学にご着任以来、佐久間先生は、弁護士としてご多忙の中にありながら、担

保物権法を中心とした講義等をご担当になり教育に情熱を注がれるとともに、研

究にも邁進され、また運営面においても諸事につき常に有益適切なご助言・ご示

唆をお与えくださって、法科大学院の活動の全てにわたって多大のご活躍をなさ

いました。

　また、先生ご自身が学生達に惜しみなく愛情を注いでくださったとともに、学

生諸君も授業の内外を問わず誰もが先生を心から敬愛してまいりました。

　本来であれば、本法科大学院の評価と名声をますます高め発展させるため、佐

久間先生にはこの先もいつまでもご在職賜りたかったところなのですが、誠に残

念なことに、先生はこのたび本学の定年の時期をお迎えになりました。法科大学

院や新司法試験の制度が本格的な定着へと向かうためにさまざまな困難に直面し

ている今この時期に、佐久間先生のような人格識見とも他の追随を許さない貴

重な人物に去られることは、本法科大学院にとって実に大きな痛手であることは、



言うまでもありません。

　私たちの心からの感謝を込めて、本号を先生に謹んでお捧げいたします。

　先生は、本法科大学院を離れられたのちも、弁護士活動を続けておられますが、

これからも引き続き本法科大学院にご教示ご支援を賜ることをお願いいたすとと

もに、末筆ながら、先生の益々のご健勝とご活躍を心よりご祈念申し上げつつ、

記念号発刊の御挨拶といたします。




